
別紙１－１ 
 
 

論文審査の結果の要旨および担当者 
 
 
 
 
 
 

氏 名 長江 拓也 

論 文 題 目  アブラナ科植物の花粉管誘導過程における 
異種と同種を見分ける認証機構の解析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

論文審査担当者 
主 査 名古屋大学遺伝子実験施設 教授  博士（農学） 多田 安臣 

委 員 名古屋大学ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾏﾃｨﾌﾞ生命分子研究所 
 教授  博士（理学） 木下 俊則 

   委 員 名古屋大学ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾏﾃｨﾌﾞ生命分子研究所 
特任准教授 博士（ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ）中村 匡良 

   委 員 東京大学大学院理学系研究科 教授 博士（理学） 東山 哲也 
 
 
 
 
 
 
 
 

報告番号 ※  甲  第     号 

学位報告１－１ 



別紙１－２ 

本論文では、植物の生殖過程における異種を排除して同種を受容するための「同種

認証機構」について明らかにするために、主に２つの手法を確立し、アブラナ科植物

Arabidopsis thalianaとその近縁種Arabidopsis lyrataを主に使用して解析を行った。 

第一の手法として、透明化技術と二光子励起顕微鏡を用いることによって花粉管誘

導過程を雌しべの空間情報を保持したまま測定できるイメージング系を構築した。ア

ブラナ科植物の花粉管誘導を①伝達組織から胚珠方向への隔壁通過、②珠柄誘導、③

珠孔誘導の 3 つに分類し、雌しべ内を伸長する同種および近縁種の花粉管を定量的に

観察した。その結果、同種花粉管は雌しべ上部の伝達組織から隔壁を通過し、胚珠へ

と向かうことを明らかにした。一方で、近縁種花粉管の多くは伝達組織内を雌しべ基

部まで伸長した後に隔壁を通過することを見出した。また、全ての花粉管誘導段階に

おいて同種花粉管の方が近縁種よりも高い誘導率を示すことを見出した。次に、どの

ような雌しべ組織がそれぞれの花粉管誘導段階を制御するのかを明らかにするため、

胚珠組織または機能を欠損する変異体の雌しべにおいて花粉管誘導率の測定を行った。

その結果、助細胞で高発現する転写因子 MYB98 の欠損変異体では、珠柄誘導に異常

が生じるだけでなく、伝達組織内を雌しべ中央付近まで伸長した後に隔壁を通過する

ことから、胚珠の助細胞が花粉管の隔壁通過段階にも関与することを明らかにした。

さらに、柱頭切除実験によって、柱頭組織は珠柄への誘導に大きく寄与する一方で、

隔壁通過段階を制御する可能性が低いことを見出した。 

第二の手法として、培地上で胚珠への花粉管誘引を再現できる semi-in vivo アッ

セイを用いて、胚珠から分泌される花粉管誘引シグナルの種選択性について解析を

行った。その結果、近縁な 2 種間においても胚珠から分泌される花粉管誘引シグナ

ルには種選択性が存在し、花粉管は異種よりも同種胚珠に誘引されやすいことを明

らかにした。また、遺伝学的解析よって、培地上における胚珠への花粉管誘引が胚珠

助細胞から分泌される誘引ペプチド群 CRP810 ファミリーと花粉管で発現する

LURE1 受容体 PRK6 によって主に制御されることを見出した。さらに、近縁種 A. 
lyrata の PRK6 を導入した A. thaliana の prk6 変異体花粉管では、A. lyrata 胚珠

への花粉管誘導率が上昇したことから、PRK6 によって同種選択的な花粉管誘引シ

グナルを受容することを明らかにした。 
本研究によって花粉管誘導過程には、近縁種を区別する複数の同種認証機構が存

在していること、それらの機構が複数の組織・因子によって成立している実態が明ら

かとなった。本研究によって確立された定量的な観察方法とそれに基づく生理学的

な結果から、今後、花粉管誘導過程に存在する同種認証を支える実働因子の同定が期

待できる。以上の理由より、申請者は博士(理学)の学位を授与される十分な資格があ

るものと認められる。 
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